
事例内容・タイトル

出典

地方公共団体金融機構

団体名

事例区分 広域連携 タグ

事例種類

・事務の共同実施
・専門人材の確保
・移住定住

徳島県上勝町

森林の集積・集約化

町内全ての森林所有者への意向調査の実施

森林環境譲与税の取組事例集（令和２年１月）

団体の属性 町村

事例№ 869

公表年度 R1



徳島県 上勝町（町内全ての森林所有者への意向調査の実施）

・本町の税活用方針に則し、うち上記①について事業化するもの。

・森林の現況を把握し、所有者を探索し、森林経営管理法に基づく意

向調査を行う。

１．森林経営管理意向調査等委託業務

【事業費（内譲与税額）】 ：

4,300（4,300）千円

【実施時期】：令和元年５月～令和２年３月

【事業内容】：

① 森林所有者データの整理、探索

② 意向の確認、まとめ集計

③ 経営管理権集積計画に必要なデータ整理

・来年度、担当業務を行う町職員が出向し所有者情報の管理等を行う

「かみかつ森林再生受託センター（仮称）」を設立。一社）かみか

つ森林環境公社と併設・連携することにより、森林所有者の相談窓

口をワンストップで行う体制を整える予定。

• 本町土地総面積の80％を超えるスギ人工林は、木材価格の低迷と、高齢化、人口減少等により、伐期齢を過ぎても手がつけられな

いでいる。急峻な地形も相まって、町内で素材を生産する事業体は森林組合のみとなっており、林業従事者の育成は緊急の課題で

ある。

• このため我が町では、新たに譲与される森林環境譲与税を活用し、次の２つの新規事業に取り組む。

①森林整備：町内全域を対象に森林所有者を探索し、意向を確認し町による森林整備の体制を整える。

②担い手対策：町が出資し一般社団法人 かみかつ森林環境公社を設立。担い手の確保、育成に取り組むとともに、経営が成り立た

ない森林の整備を担う。
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主な取組・概要

・町内全ての森林所有者に対し、一斉に意向調査を行った。これ

は森林所有者の山離れが進み、登記名義が古く、相続人が複雑

になる状況を踏まえ、一刻も早く森林所有者である事や新制度

を知っていただくため、約1,500通を送付し、宛先不明で帰っ

てきた150通について戸別に調査し、相続人等を特定し、意向

調査の協力をお願いしている。

・一般社団法人（代表森林組合職員OB)が業務を担うことで、相

続人や山林状況説明がスムーズに行えた。

工夫・留意している点、特徴等

連携

森林整備（意向調査等）

事業スキーム
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